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　六月十日は．侮年それを「峙」の記念日trして迎えるこεが比年來．わが國の

肚會一般に行はれるやうになつナこ。良い行事である。一一殊に我が國に於て

は。

　しかし、「時」の記念日を決して御祭り騒ぎで終らせナこく無いものである。よ

ろしく遜れを純量文學的の記念日εして．先づ「時」の根本知識を底ひ、「時」の

制度を教へ、「時」に封ずる諒闇の義務ε急度εを壁らしめ、「時」の歴史を味は

しめ．「時」ミ入生s「時」ε宇宙のもろも6一の關係を求めしめ、從って．「時」の

槽威S時の打越ミを認めしめなければならない。

　fc　S’其の日の一日だけ街頭の賑はしに．「時をr㌃馬れ」、「時計を正しくせよ」S

叫んで．徒らに「時は人世の約束に非すや」こ反問せしめる愚に出でてはならな

いQ約束は正に約束なりミ難も、そは實に大宇宙こ入生εの間の約束である。

故に「時」の椹威は宇宙ε共に高く．「時」の償値は天禮ざ共に永遠である。「時」

に於いて純天文學が入世ε最も深い交渉を有つ。天文を愛する入は「時」をも愛

する人でなければならない。「時」の意義を宣傳する結局は．総ての入を多少の

天文家に養成するまでSいふ意氣が無くては成るまい。

　「時」の記念日は、又、「天文學」の記念日であらせたい。そして此の日。「時」

の進行する實況を教ふるナこめに、駄々ε其の運動を教へるが好いQ此の日至る

ミころに天文講話會が開かれ．大小の天：文家は悉く街頭に出でて．1吐會への御

奉公に、「時」の歎育をすべきであらう。

　星を知り．「時」を愈ぶ人は．懸りを悪み、正しきを愛する人であるに違ひな

いQ此の種の人が今の世に最も要求される。天文學の普及は世を正義に導びく

道の一つである。「時」の記念日は正義の世への一里塚でなくてはならない。

（山本）


